
小学校 355人、中学校 421人が入学しました。（令和 6年 4月 8日現在）

御入学
おめでとうございます
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【抱負】
羽村一中は地域の皆様に支えられ、開校

78年目を迎えます。昨年度に引き続き、人
と人とのコミュニケーションを大切に、「誰に
も優しい学校」、「互いに認め合える学校」を
目指して、教育活動を進めていきます。

【抱負】
　今年度から、赴任いたしました。生徒や
教職員に笑顔と挨拶があふれ、思いやりに
包まれた温かい学校づくりのために尽力し
てまいります。

【抱負】
　今年度、羽村東小学校長として着任いた
しました。「今日の学びに喜びを感じ、明日に
期待を抱く学校」の実現に向け、全教職員が
一体となり教育活動を進めます。子供が自
分の成長を実感でき、毎日楽しく登校でき
るよう、全力で取り組みます。

【抱負】
　「今日の学びに喜びを感じ、明日に期待を
抱く学校」を実現し、全ての子供たちが安心
して楽しく通える学校を作ります。

【抱負】
　「元気いっぱい トライ＆エラーで 伸びて
いく」を合言葉に、「はむらの授業指針」等に
基づき、◎よく考え　進んで学ぼう　〇認
め合い　助け合おう　〇丈夫な体を作ろう
を教育目標とし、子供が学ぶ喜びと自信が
もてる学校を目指します。

【抱負】
　子供たちが自分や友達のよさに気付き、
共に認め合い、笑顔があふれる学校を家庭、
地域の方々と力を合わせてつくっていきま
す。

【抱負】
昨年度から再開した3学期制の良さを生

かし、指導要領と連携した適切な評価を基
に、児童の学習意欲を高めていきます。さら
に、今年度から始まるコミュニティ・スクール
の取組を学校運営に取り込みながら、新し
い令和の学校づくりを前進させます。

【抱負】
　「地域の風が通る・学ぶ意欲あふれる楽し
い学校」の実現を目指し、教職員が心を一つ
にして取り組んでまいります。

【抱負】
「対話と協働」をテーマに人と人とのつな
がりを大切に、コミュニティ・スクールとして
新たに出発します。予測困難な時代を生き
抜くための「生きる力」を身に付けさせるた
め、「むさしのリーダーシップ」を推進し、子
供たちの「やれる・できる」を育んでいきます。

【抱負】
　学校、地域、保護者が連携し、子供たちが
安心して笑顔で過ごせる武蔵野小学校をつ
くっていきます。よろしくお願いいたします。

学校
育てよう
一緒に」

【羽村第一中学校】　

【小作台小学校】

【羽村東小学校】

【羽村西小学校】

【武蔵野小学校】

【一中校区】

　校区】

学校 紹介

校長として着任いた

副校長
網野　千恵子

校長
三浦　利信

副校長
杉森　祥吾

校長
栁澤　謙

副校長
田口　陽子

校長
小山　夏樹

副校長
川上　功一

副校長
原田　勉

校長
府金　博之
ふ がね

校長
刀禰　俊明
と　ね
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【抱負】
　今年度のスローガンは「みんなが輝く羽
村二中」です。一人一人の心を大切にした信
頼し合える学校を基盤として、生徒も教師
も良いところを見付けて伸ばしていきます。
本校に関わる方々も輝けるような羽村第二
中学校を目指します。

【抱負】
　校長先生の掲げるスローガンとコミュニ
ティ・スクール初年度を意識して、具体的に
実行していく１年にしていきます。

【抱負】
　「夢いっぱい　感動いっぱい　富士見小
学校」を合言葉に、児童が夢や目標に向かっ
て生き抜く力強さと、他者と協力するしなや
かさを育成します。教職員の同僚性を高め、
人権尊重教育推進校の研究、コミュニティ・
スクールの運営を進めます。

【抱負】
　２月に本発表をひかえる人権尊重教育の
研究や学習を更に深めて充実させ、子供た
ちの成長につなげていきます。保護者や地
域の皆様とも協力し、コミュニティ・スクール
を推進します。

【抱負】
　今年度、栄小学校長として着任いたしま
した、棗まゆみです。栄小の子供たち、一人
一人がよさを発揮し、未来を切り拓くための
力を身に付けられる学校を目指し、教職員
全員が力を合わせ、教育活動を進めていき
ます。

【抱負】
　栄小学校の子供たちが、笑顔で夢をもっ
て過ごせるように学校、家庭、地域が一緒に
なって取り組んでまいります。

【抱負】
　昨年度から「わくわくプロジェクト」を推し
進めています。これは、松林小学校の子供た
ちや保護者、地域、そして教職員が「わくわ
く」できる教育活動の総称です。子供たちの
主体的な学びを引き出す本校の取組を楽し
みにしていてください。

【抱負】
　「わくわく　にこにこ　松林小」を念頭に
置き、教職員一同、頑張っていきます。よろ
しくお願いします。

【抱負】
　今年度、羽村第三中学校校長になりまし
た。誰よりも羽村と羽村第三中学校を愛し、
安全・安心で、「今日が楽しく明日が待ち遠し
い学校」を作るため努力してまいります。保
護者、地域の皆様の御理解、御協力をよろし
くお願い申し上げます。

【抱負】
羽村三中では、主体的に学ぶことができ

る生徒の育成を目指しています。生徒の問
題解決能力が身に付くよう取り組んでまい
ります。

羽村市立 小・中
「つなごう

【富士見小学校】【富士見小学校】

【栄小学校】【栄小学校】 【松林小学校】【松林小学校】

【羽村第二中学校】【羽村第二中学校】

【羽村第三中学校】

【二中校区】

【三中　　　

副校長
佐藤　隆史

校長
清水　大史

副校長
藤井　歩

校長
市川　晃司

副校長
山田　美佳

副校長
岡嶋　美保

校長
鳥居　夕子

副校長
原　泰介

校長
木田　兼治

校長
棗　まゆみ
なつめ
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令
和
６
年
度
の
教
育
費
当
初
予
算
は
、

総
額
26
億
９
，４
６
７
万
７
千
円
で
す
。

　

教
育
費
当
初
予
算
の
主
な
事
業
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

生
涯
学
習
総
務
課

学
校
施
設
の
改
修
等

　

学
校
施
設
の
環
境
改
善
を
図
る
た
め
、令

和
６
年
度
に
実
施
予
定
の
改
修
工
事
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
富
士
見
小
学
校
防
音
機
能
復
旧（
機
器
取

替
）工
事（
２
期
）

　

…
９
４
，１
５
０
千
円

●
小
作
台
小
学
校
体
育
館
改
修
工
事（
実
施

設
計
）

　

…
４
，８
８
２
千
円

●
小
学
校
体
育
館
冷
暖
房
空
調
設
備
の
設
置

　

…
１
２
，３
２
６
千
円

学
校
教
育
課

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
の
学
校
給
食
費

保
護
者
負
担
軽
減
補
助
事
業
の
実
施

●
学
校
給
食
費
改
定
に
伴
う
増
額
分
を
補
助

　

…
３
０
，９
３
９
千
円　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
・
運
用

●
全
小
・
中
学
校
で
運
用

　

…
７
５
６
千
円

校
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
及
び
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
閲
覧
環
境
の
整
備

●
校
務
用
機
器
端
末
更
新
、シ
ス
テ
ム
環
境

設
計
・
構
築
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧
環

境
整
備

　

…
１
５
７
，２
３
６
千
円

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

●
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入

（
利
便
性
の
向
上
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
確
保
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
）

　

…
３
，０
４
５
千
円

小
・
中
学
校
図
書
館
へ
の
新
聞
配
備

●
小
学
生
向
け
新
聞
、中
高
生
新
聞
等
の
配
備

　

…
５
７
５
千
円

教
育
支
援
課

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
追
加
配
置

●
小
・
中
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育

支
援
員
の
追
加
配
置
を
含
め
た
措
置

　

…
２
４
，３
５
４
千
円

教
育
相
談
室

校
内
別
室
指
導
支
援
員
の
配
置

●
不
登
校
や
不
登
校
傾
向
の
児
童
、生
徒
の

う
ち
、校
内
在
籍
学
級
と
は
別
室
で
あ
れ

ば
登
校
で
き
る
児
童
、生
徒
に
対
す
る
支

援
員
の
配
置（
５
校
分
）

　

…
２
２
，２
４
４
千
円

生
涯
学
習
推
進
課

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
充
実

●
社
会
教
育
委
員
の
会
議
の「
羽
村
市
放
課

後
子
ど
も
教
室
に
お
け
る
取
り
組
む
べ

き
方
向
性
に
つ
い
て
」に
対
す
る
答
申
を

踏
ま
え
、指
導
員
等
ス
タ
ッ
フ
の
資
質
向

上
に
向
け
研
修
及
び
意
見
交
換
会
を
実

施

　

…
１
４
，３
４
８
千
円

芸
術
・
文
化
鑑
賞
事
業
等

●
東
京
都
、大
学
、財
団
法
人
等
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
芸
術
文
化
鑑
賞
事
業
等
を

実
施
、伝
統
文
化
交
流
事
業
と
し
て
ア
イ

ヌ
文
化
公
演
を
実
施

　

…
７
，６
８
８
千
円

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

ス
ポ
ー
ツ
事
業
委
託「
ス
ポ
ー
ツ
の
日

イ
ベ
ン
ト
」の
実
施

●
市
民
体
育
祭
に
替
わ
る
新
た
な
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、年
齢
や
障
害
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、市
民
の
誰
も
が
参
加

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
実
施

　

…
３
，０
０
０
千
円

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
備
品
購
入

●
新
紙
幣
対
応
券
売
機
、第
１
ホ
ー
ル
Ａ
Ｖ

機
器
の
入
れ
替
え

　

…
２
，９
５
９
千
円

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
施
設
修
繕

●
第
１
ホ
ー
ル
用
高
天
井
照
明
修
繕　

等

　

…
１
，８
６
９
千
円

図
書
館

本
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス

●
図
書
館
に
直
接
来
館
す
る
こ
と
が
難
し

い
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者
、70
歳
以
上

の
方
、障
害
の
あ
る
方
、妊
娠
中
の
方
を

対
象
に
本
を
宅
配

　

…
８
７
７
千
円

郷
土
博
物
館

禅
福
寺
の
山
門
修
理
工
事

●
市
指
定
有
形
文
化
財「
禅
福
寺
の
山
門
」

の
飛
び
火
に
よ
る
延
焼
に
伴
う
修
理
工

事
を
支
援
す
る
た
め
、補
助
金
を
交
付

　

…
８
７
４
千
円

教育総務費
774,983千円

29%

23%
10%

11%

19%

8%
211,680千円

505,907千円

304,960千円

286,095千円

2,694,677千円

611,052千円

教育費当初
予算総額

小学校費

中学校費

幼稚園費

社会教育費

保健体育費

【問合せ】学校教育課指導係（内線376）

教育費予算について令和6年度

　令和６年度から羽村市の全ての小・中学校が「コミュニティ・スクール」（学校運営協
議会を設置する学校）となりました。
　これからの時代を生き抜く力を子供たちに育むためには、学校だけでは得られない知
識や経験、能力の育成が求められます。コミュニティ・スクールでは、保護者や地域の皆
さんに学校の教育活動に関わっていただき、家庭・地域・学校が一丸となり、協力し合い、
役割分担をしながら、みんなで子供たちを育てていく学校を目指します。
　コミュニティ・スクールについて詳しくは、市公式サイトに掲載してい
るパンフレットを御覧ください。

羽村市立学校全校が「コミュニティ・スクール」になりました

▲公式サイト ▲パンフレット
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市
で
は
、学
習
・
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
等
を
行
う
社
会
教
育
関
係
団
体
を
対
象
に
、羽
村
市
社
会

教
育
関
係
団
体
補
助
金
交
付
規
則
に
基
づ
き
、事
業
に
要
す
る
経

費
の
一
部
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
い
ま
す
。

◆
補
助
対
象
と
な
る
事
業

（
次
の
①
〜
④
の
事
業
の
う
ち
、２
事
業
ま
で
補
助
金
申
請
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。）

①
団
体
の
日
常
的
な
活
動（
次
の
①
〜
④
の
事
業
の
う
ち
、２
事
業

ま
で
補
助
金
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

②
団
体
に
よ
る
一
般
市
民
を
対
象
と
す
る
事
業（
市
民
対
象
の
講

座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
）

③
一
般
市
民
が
利
用
で
き
る
学
習
資
料
等
の
作
成
、発
行

④
社
会
奉
仕
・
社
会
参
加
と
い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、

広
く
市
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
、そ

の
他
社
会
教
育
の
振
興
に
役
立
つ
と
認
め
ら
れ
る
事
業

◆
申
請
書
類
の
配
布
場
所

○
生
涯
学
習
推
進
課（
プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
内
）

○
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課（
Ｓ
＆
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
羽
村
内
）

○
生
涯
学
習
総
務
課（
市
役
所
３
階
）

※
申
請
書
類
の
電
子
デ
ー
タ
は
、市
公
式
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

◆
申
請
書
の
提
出
期
限

令
和
６
年
５
月
31
日
㈮
午
後
５
時
ま
で（
必
着
）

◆
申
請
書
の
提
出
先
・
問
合
せ

【
学
習
・
文
化
団
体
】

生
涯
学
習
推
進
課（
ゆ
と
ろ
ぎ
内
）　

☎
５
７
０-

０
７
０
７

【
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団
体
】

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課（
Ｓ
＆
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
羽
村
内
）

☎
５
５
５-

０
０
３
３

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　羽村市社会教育委員の会議は、教育委員会から令和５年３
月16日に「羽村市放課後子ども教室（はむらっ子広場）におけ
る取り組むべき方向性について」の諮問を受けました。令和５
年４月から令和６年２月まで延べ８回にわたり慎重に審議を
進め、令和６年３月26日、教育委員会に答申を提出しました。

　羽村市の教育、芸術、文化、技芸、スポーツなどの振興に尽力
し、その功績が顕著な個人または団体に対して、教育委員会表
彰を行いました。

■表　彰　日　　令和６年３月15日㈮
■会　　　場　　プリモホールゆとろぎ
■被表彰者数　　46名・１団体 ▲ 被表彰者の功績につ

いては、こちらから
確認してください。
（公式サイト）

▲ 左から儘田教育長、川津議長、
江上副議長

　

こ
れ
ま
で
予
約
が
で
き
る
資
料

は
、貸
出
中
の
も
の
の
み
で
し
た

が
、書
架
に
あ
る
資
料（
在
架
資
料
）

も
予
約
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

予
約
で
き
る
資
料
は
、図
書
と
雑

誌
合
わ
せ
て
20
冊（
マ
ン
ガ
１
冊
含

む
）ま
で
、Ｃ
Ｄ
と
カ
セ
ッ
ト
合
わ
せ

て
２
点
ま
で
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
ビ
デ
オ
合

わ
せ
て
２
点
ま
で
で
す
。

　

事
前
に
予
約
し
て
来
館
の
際
に
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、図
書

館
に
立
ち
寄
る
時
間
が
限
ら
れ
て
い

る
方
や
、子
連
れ
で
ゆ
っ
く
り
本
を

探
せ
な
い
方
に
お
す
す
め
の
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　

ま
た
、上
・
中
・
下
巻
や
１
・
２
・

３
巻
な
ど
に
分
か
れ
て
い
る
資
料

を
、利
用
し
た
い
順
に
指
定
し
て
予

約
す
る「
順
番
指
定
予
約
」も
で
き
ま

す
。

　

な
お
、在
架
予
約
開
始
に
伴
い
、家

族
連
携
サ
ー
ビ
ス
が
終
了
と
な
り
、

予
約
準
備
済
資
料
の
Ｗ
ｅ
ｂ
や
利
用

者
検
索
機（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）か
ら
の
予
約

取
消
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、図
書
館
公
式
サ
イ
ト

を
御
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
図
書
館

☎
５
５
４-

２
２
８
０

【問合せ】生涯学習推進課（ゆとろぎ内）　☎570‒0707

【問合せ】生涯学習総務課総務係（内線354）

令和５年度 令和５年度 教育委員会表彰教育委員会表彰を行いました。を行いました。

社会教育委員の会議から教育委員会へ答申を提出しました社会教育委員の会議から教育委員会へ答申を提出しました

被表彰者の代表として、謝辞を述べる
井梅綾乃さん(5年)。
受賞された皆さんの今後の活躍が期待されます。

プ
リ
モ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

は
む
ら（
図
書
館
）か
ら

在
架
予
約
の
お
知
ら
せ

▲ 答申内容につい
ては、こちらから
確認してくださ
い。（公式サイト）

社
会
教
育
関
係
団
体
の
活
動
費
の

　
　
　
　
　
　
　
　

一
部
を
補
助
し
ま
す
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羽村市立学校　児童・生徒数　実績と推計

0　　　  2,000　　 4,000　 　6,000　 　8,000

小学校児童数 中学校生徒数

昭和60年（1985）
平成7年（1995）
平成17年（2005）
平成27年（2015）
令和5年（2023）

令和17年（2035）
令和27年（2045）
令和37年（2055）
令和47年（2065）

こ
れ
か
ら
の
羽
村
市
立
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

　

羽
村
市
教
育
委
員
会
は
、未
来
を
見
据

え
た
羽
村
市
立
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

協
議
を
重
ね
、こ
の
た
び
、そ
の
見
解
を

「
こ
れ
か
ら
の
羽
村
市
立
学
校
の
在
り
方

に
つ
い
て
」と
し
て
ま
と
め
て
公
表
し
ま

し
た
。本
紙
面
で
は
、そ
の
概
要
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
第
六
次
羽
村
市
長
期
総
合
計
画　

基

礎
調
査
報
告
書
」（
令
和
３
年
３
月
）に
よ

る
と
、羽
村
市
の
人
口
は
、２
０
１
５
年
の

５
５
，８
３
３
人
か
ら
、２
０
３
５
年
に
は

４
万
人
台
、２
０
５
５
年
に
は
３
万
人
台

に
ま
で
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
数
に
つ
い
て
も
、１
９
８

０
年
代
の
ピ
ー
ク
時
と
比
較
す
る
と
、既

に
現
時
点
で
約
半
数
に
ま
で
減
少
し
て
お

り
、今
後
も
減
少
傾
向
が
続
く
も
の
と
予

想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
傾
向

を
踏
ま
え
、教
育
委
員
会
で
は
、羽
村
市
の

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
、持
続
可
能
で

充
実
し
た
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

教
育
的
な
観
点
か
ら
羽
村
市
立
学
校
の
適

正
規
模
、適
正
配
置
等
に
つ
い
て
、お
よ
そ

一
年
間
、協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
要
点
は
、次
の
４
点
で
す
。

①
今
後
の
人
口
減
少
を
踏
ま
え
る
と
、将

来
的
に
羽
村
市
立
学
校
は
、小
学
校
２

校
、中
学
校
２
校
程
度
へ
の
再
編
が
想

定
さ
れ
る
。

　

各
学
校
に
お
い
て
効
果
的
な
教
育
活
動

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、一
定
程
度
の
学

級
数
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、そ
の
目

安
が
、学
校
の
適
正
規
模
と
な
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、国
の
指
針
を
踏
ま

え
つ
つ
、配
置
さ
れ
る
教
員
数
や
期
待
さ

れ
る
教
育
効
果
な
ど
か
ら
、羽
村
市
に
お

け
る
学
校
の
適
正
規
模
を
、

〇
小
学
校
…
１
校
当
た
り
18
学
級
か
ら
24

学
級

〇
中
学
校
…
１
校
当
た
り
15
学
級
か
ら
18

学
級

と
整
理
し
ま
し
た
。

　

こ
の
規
模
を
、お
よ
そ
30
年
後
の
児
童
・

生
徒
数
と
照
合
す
る
と
、小
学
校
２
校
、中

学
校
２
校
に
再
編
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

②
羽
村
市
の
地
理
的
環
境
か
ら
、市
内
の

ど
の
位
置
に
学
校
を
設
置
し
て
も
、児

童
・
生
徒
の
通
学
に
大
き
な
支
障
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

国
は
、学
校
の
設
置
に
つ
い
て
、通
学
距

離
が
小
学
校
４
㎞
以
内
、中
学
校
６
㎞
以

内
と
な
る
こ
と
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。

　

羽
村
市
は
、市
の
面
積
が
9.9
㎢
と
小
規

模
な
自
治
体
で
あ
り
、仮
に
、小
・
中
学
校

の
数
が
現
在
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て

も
、学
校
の
設
置
位
置
に
関
わ
ら
ず
国
の

基
準
を
満
た
し
、児
童
・
生
徒
が
通
学
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

た
だ
し
、児
童
・
生
徒
の
通
学
方
法
に

つ
い
て
は
、個
々
の
状
況
や
発
達
の
段
階

等
に
応
じ
て
、公
共
交
通
機
関
等
の
利
用

を
認
め
る
な
ど
、柔
軟
な
対
応
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
学
校
再
編
に
当
た
っ
て
は
、こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
小
中
一
貫
教
育
を
よ

り
充
実
し
た
も
の
と
し
、「
生
き
る
力
」

を
着
実
に
育
む
観
点
か
ら
、学
校
の
数

だ
け
で
な
く
、そ
の
形
態
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

現
在
、市
内
小
・
中
学
校
は
、各
中
学
校

区
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
化
し
、９
年
間
を
見

通
し
た
一
貫
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
を
充
実
さ
せ
る
に
は
、

現
在
の
形
態
で
あ
る「
施
設
分
離
型
小
中

▲ 市公式サイト

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係（
内
線
352
）

一
貫
教
育
」や「
施
設
隣
接
型
小
中
一
貫
教

育
」に
加
え
、９
年
間
の
義
務
教
育
過
程
を

一
体
化
し
て
、一
つ
の
学
校
と
し
て
子
供

た
ち
を
育
て
る「
義
務
教
育
学
校
」の
設
置

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
学
校
の
在
り
方
を
考
え
る

上
で
は
、規
模
や
配
置
だ
け
で
な
く
、そ
の

形
態
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

④
市
の
公
共
施
設
と
し
て
の
学
校
と
い
う

側
面
か
ら
、地
域
に
お
け
る
学
校
の
役

割
や
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
も
検
討

し
、持
続
可
能
で
地
域
社
会
に
開
か
れ

た
学
校
を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

　

児
童
・
生
徒
や
地
域
住
民
の
多
様
な
学

習
環
境
の
創
出
、公
共
施
設
の
有
効
活
用

と
い
っ
た
観
点
か
ら
、今
後
は
、学
校
と
他

の
公
共
施
設
と
の
複
合
化
・
共
有
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。学
校
の

公
共
施
設
と
し
て
の
機
能
を
強
化
さ
せ
る

こ
と
で
、よ
り
地
域
に
根
差
し
た
新
し
い

学
校
の
在
り
方
が
見
え
て
き
ま
す
。

※
市
公
式
サ
イ
ト
に
全
文
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。御
覧
く
だ
さ
い
。
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地
域
の
生
涯
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の

基
礎
知
識
の
習
得
や
、市
民
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る

ス
キ
ル
の
習
得
を
目
的
と
し
た
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

日 

時
…
６
月
30
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分（
予
定
）

会
場
…
ゆ
と
ろ
ぎ
講
座
室
１

定
員
…
20
人（
申
込
順
）　　

参
加
費
…
無
料

対
象
…
生
涯
学
習
に
関
心
の
あ
る
方

講
師
…
荻
野　

亮
吾
氏

　
（
日
本
女
子
大
学 

人
間
社
会
学
部 

准
教
授
）

申 

込
方
法
…
５
月
16
日
㈭
か
ら
電
話
・
ゆ
と
ろ
ぎ
窓

口
に
て
受
付

　
「
ゴ
ム
の
力
」を
使
っ
て
自
分
だ
け
の
作
品
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
…
８
月
３
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
…
ゆ
と
ろ
ぎ
創
作
室
１

定
員
…
20
人（
申
込
順
）

対
象
…
小
学
４
〜
６
年
生（
保
護
者
同
伴
可
）

材 

料
費
…
１
，０
０
０
円（
事
前
支
払
）

持 

ち
物
…
鉛
筆
、サ
イ
ン
ペ
ン
、は
さ
み
、定
規（
30
㎝

程
度
）、ハ
ン
カ
チ

講 

師
…
羽
村
市
お
も
ち
ゃ
病

院　

ね
じ
ま
わ
し

申 

込
方
法
…
申
込
フ
ォ
ー

ム
、電
話
、ゆ

と
ろ
ぎ
窓
口

に
て
受
付
中

教教  

育育  

随随  

想想
教
育
委
員
会
委
員

塩
田　

真
紀
子

　

以
前
、中
学
一
年
生
数
学
の
授
業
の
学
級
支
援
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
苦
手
な
教
科
な
の
で
、お
役
に
立
て
た
の

か
と
今
で
も
疑
問
が
残
っ
て
い
る
の
で
す
が
、と
て
も
貴
重
な
経
験
だ
っ

た
こ
と
は
、間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。教
室
の
一
番
後
ろ
か
ら
見
て
い
て
、サ

ポ
ー
ト
が
欲
し
そ
う
な
生
徒
に
近
付
き
ヒ
ン
ト
を
示
し
た
り
、ス
ラ
ス
ラ

と
問
題
を
解
く
生
徒
の
計
算
ミ
ス
を
見
付
け「
こ
れ
本
当
？
」と
声
を
か
け

た
り
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、授
業
の
途
中
か
ら
机
に
顔
を
伏
せ
て
い
る
の

で
、「
居
眠
り
？
」と
思
い
な
が
ら
も「
体
調
悪
い
の
？
」と
声
を
か
け
る
と

パ
ッ
と
顔
を
上
げ「
大
丈
夫
で
す
。」と
恥
ず
か
し
そ
う
に
答
え
る
生
徒
も

い
ま
し
た
。寝
不
足
か
、授
業
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
っ
た
か
、あ
る
い
は

自
分
で
学
習
を
進
め
て
い
る
か
ら
飽
き
て
し
ま
っ
た
の
か
…
様
々
な
事
情

を
抱
え
た
生
徒
た
ち
を
見
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、何
し
ろ
数
学
が
苦
手
な
私
で
す
か
ら「
生
徒
に
難
し
い
質
問
を

さ
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
」と
い
う
不
安
と
緊
張
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。そ

ん
な
わ
け
で
無
事
に
授
業
が
終
わ
る
と
、私
が
一
番
ホ
ッ
と
し
た
顔
を
し

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、思
考
を
一
度
止
め
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
次
の
授
業
の
準
備
を
す
る
に
は
、10
分
間
の
休
み
時
間
で
は
短
い
と
感

じ
ま
し
た
。そ
れ
は
私
自
身
が
中
学
生
だ
っ
た
と
き
よ
り
も
は
る
か
に
集

中
し
て（
当
時
の
先
生
方
、ご
め
ん
な
さ
い
。）、授
業
に
参
加
し
て
い
た
か

ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
も
今
更
で
す
が
、「
し
っ
か
り
集
中
し
て
授
業
を

受
け
る
の
は
す
ご
い
こ
と
な
ん
だ
な
。」と
思
い
ま
し
た
。ま
た
、10
分
間
の

う
ち
に
教
科
係
と
し
て
の
仕
事
を
し
た
り
、教
室
移
動
を
し
た
り
し
、次
の

授
業
の
準
備
を
し
て
先
生
を
待
つ
中
学
生
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
れ
は
、生
徒
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
よ
ね
。先
生
の

働
き
方
改
革
が
社
会
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、一
つ
の

証
明
だ
と
思
い
ま
す
。先
生
も
生
徒
も
忙
し
く
、休
み
の
10
分
間
も
時
間
に

追
わ
れ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。頑
張
り
す
ぎ
て
メ
ン
タ
ル
が
不
調
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、学
ぶ
楽
し
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
生
徒
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
と
、願
う
ば
か
り
で
す
。

　

ち
な
み
に
、数
学
の
授
業
で
は
緊
張
と
集
中
で
ヘ
ト
ヘ
ト
だ
っ
た
私
で

す
が
、最
近
は
通
信
教
育
で
興
味
の
あ
る
こ
と
や
好
き
な
こ
と
を
楽
し
く

学
ん
で
い
ま
す
。

「
プ
リ
モ
ホ
ー
ル 

ゆ
と
ろ
ぎ
」か
ら

　

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
作
家
、川
端
康
成
の「
雪
国
」か

ら
小
説
の
面
白
さ
を
味
読
し
ま
し
ょ
う
。講
座
で
は

作
家「
川
端
康
成
」に
つ
い
て
学
び
、代
表
作「
雪
国
」

に
焦
点
を
当
て
て
解
説
し
ま
す
。

日 

時
…
５
月
25
日
㈯
・
６
月
８
日
㈯　

※
計
２
回

　

 

両
日
と
も
午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

会 

場
…
ゆ
と
ろ
ぎ
講
座
室
１

定
員
…
50
人（
申
込
順
）

参 

加
費
…
１
，０
０
０
円（
２
回
分
）

講 

師
…
片
山　

倫
太
郎
氏

　
（
鶴
見
大
学　

文
学
部 

教
授
）

申 

込
方
法
…
申
込
フ
ォ
ー
ム
、

電
話
、ゆ
と
ろ
ぎ
窓
口
に
て

受
付
中

　

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
・
令
和
そ
れ
ぞ
れ
の

食
の
ト
レ
ン
ド
を
、時
代
の
変
化
や
社
会
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
解
説
し
ま
す
。

日 

時
…
６
月
22
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

会
場
…
ゆ
と
ろ
ぎ
講
座
室
１

定
員
…
50
人（
申
込
順
）

参
加
費
…
５
０
０
円

講 

師
…
阿
古　

真
理
氏

　

 （
く
ら
し
文
化
研
究

所
主
宰
・
作
家
・
生

活
史
研
究
家
）

申 

込
方
法
…
申
込
フ
ォ
ー
ム
、電
話
、ゆ
と
ろ
ぎ
窓
口

に
て
受
付
中

「
日
本
の
近
・
現
代
史
と
食
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　

…
お
い
し
い
食
の
流
行
史
」

ゆ
と
ろ
ぎ
近
・
現
代
史
講
座　

第
２
回

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
推
進
課 （
ゆ
と
ろ
ぎ
内
）
☎
５
７
０-

０
７
０
７

「
川
端
康
成
の
代
表
作『
雪
国
』を
読
み
解
く
」

ゆ
と
ろ
ぎ
文
学
講
座　

近
・
現
代
編

「
生
涯
学
習
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

生
涯
学
習
支
援
講
座

「
ゴ
ム
の
力
を
使
っ
た
工
作
教
室
Ⅱ
」

夏
休
み
子
ど
も
講
座

▲片山　倫太郎氏

▲

 【
近
・
現
代
史

講
座
】申
込

　

フ
ォ
ー
ム

▲

阿
古　

真
理
氏

▲ 【文学講座】
　申込フォーム

▲ゴムの力で走る
機関車（長さ25cm）

▲ゴムの力で
飛ばすピッチ
ングマシーン
（長さ42cm）

▲ 【夏休み子ど
も講座】申込
フォーム
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教育相談室
適応指導教室
ハーモニースクール・はむら

I N FORMAT ION 羽村市役所（代表）Tel 555-1111
プリモホールゆとろぎ 
プリモライブラリーはむら（図書館）

S＆Dスポーツアリーナ羽村
（スポーツセンター）
S＆Dスイミングプラザ羽村
（スイミングセンター）

羽
村
市
文
化
協
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
７
９
ー

２
７
７
２

特
定
非
営
利
活
動
法
人

羽
村
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
５
５
ー

１
６
９
８

　特定非営利活動法人羽村市スポーツ協会および羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化を推進していくための団体です。
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羽
村
市
体
育
協
会
は
４
月
１
日
か
ら
羽
村

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
へ
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
、昭
和
38
年
10
月
に
体

育
関
係
団
体
６
団
体
で
設
立
し
、平
成
16
年

２
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、19
団
体
、３
，６
９
０
人
の
会
員

を
有
し
、市
内
ス
ポ
ー
ツ
の
統
括
団
体
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
協
会　

年
間
行
事
予
定

４
月
〜
３
月

　

第
55
回
羽
村
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
羽
村
市
委
託
事
業
）

５
月
18
日
㈯

令
和
６
年
度
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
羽
村
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会
通
常
総
会

９
月

　

走
り
方
教
室（
羽
村
市
委
託
事
業
）

10
月
14
日
㈪

　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」イ
ベ
ン
ト

（
羽
村
市
委
託
事
業
）

２
月

　

ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

（
教
育
委
員
会
と
共
催
）

３
月
９
日
㈰

　

第
43
回
羽
村
市
駅
伝
大
会

（
羽
村
市
委
託
事
業
）

◆
羽
村
市
か
ら
の
委
託

○
ス
ポ
ー
ツ
事
業
委
託

○
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
業
務
委
託

第
18
回　

羽
村
市
美
術
・
工
芸
展

　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
文
化
協
会
加
盟

団
体
、２
４
０
名
を
超
え
る
出
展
者
に
よ

る
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
第
１
期
】絵
画
の
部

（
水
墨
画
、日
本
画
、他
）

　

５
月
14
日
㈫
〜
５
月
19
日
㈰

【
第
２
期
】立
体
の
部（
陶
芸
・
木
工
）

　

５
月
21
日
㈫
〜
５
月
26
日
㈰

【
第
３
期
】写
真
の
部

　

５
月
28
日
㈫
〜
６
月
２
日
㈰

【
第
４
期
】書
道
の
部

　

６
月
４
日
㈫
〜
６
月
９
日
㈰

【
第
５
期
】絵
画
の
部

（
油
彩
画
、パ
ス
テ
ル
画
、他
）

　

６
月
11
日
㈫
〜
６
月
16
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場　

ゆ
と
ろ
ぎ
展
示
室

主
催　

羽
村
市
文
化
協
会

後
援　

羽
村
市
教
育
委
員
会

第
55
回
羽
村
市
文
化
祭　

説
明
会

【
文
化
祭
説
明
会
】

日
時　

５
月
９
日
㈭
午
後
２
時
〜

会
場　

ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル

※
参
加
希
望
団
体（
個
人
）は
、必
ず
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

第
100
回
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

リ
コ
ー
ダ
ー
の
花
束

「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ブ
ル
ー
メ
ン
」

【
入
場
無
料
・
自
由
席
】

日
時　

５
月
25
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
１
時
40
分（
総

会
前
）

会
場　

ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル

主
催　

羽
村
市
文
化
協
会

共
催　

羽
村
市
教
育
委
員
会

　
　
　

羽
村
市
音
楽
連
盟

２
０
２
４
年
度
羽
村
市
文
化
協
会
総
会

日
時　

５
月
25
日
㈯
午
後
２
時
〜

会
場　

ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル
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